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開催された（2019年 7月 6日～8月 12日）。とくに開幕
















































The Ups and Downs of Professional Wrestling Performance as Entertainment :
Reality of“professional wrestling”［4］




























































































DDT の興行（10月 18日）で 11月 17日に開催され
る「＃大家帝国主催興行～マッスルメイツの 2015」で





























































た。a）2016年 1月東京ドームで IWGP ヘビー級戴冠，
b）2016年 8月「G1クライマックス」2連覇，c）2016
年 9月 DDT 総選挙出馬，d）ユニット主催興行開催。
これら 4目標は達成されなかったが，とりわけ c）と
d）は DDT に対する敬意表現であろう。ちなみに，a）














































地である Madison Square Garden（米国）で開催し大成
功を収めた（2019年 4月 6日，16,534人満員）。その
後，Melbourne・Festival Hall（オーストラリア）（6月
29日，1,798人），New South Wales 大学（オーストラリ




月 23日，991人満員／San Francisco University・Student
Life Events Center（米国）（8月 24日，788人満員）／






ロレス団体・W. W. E.〈World Wrestling Entertainment〉」
に向けられていることを示している（又吉，2019）。










2019），エンターテインメント重視路線の W. W. E. の
対抗軸になり得るだろう。つまり，米国のプロレスファ





る。ちなみに，DDT も 2019年春に米国・New York 州










たのに，世界戦略に伴う W. W. E. との対立軸がエンタ
図 2 暗黒プロレス組織 666・マットプロレス
〈’19年 8月 31日「なんば紅鶴」；著者撮影〉
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新日本プロレス 2019 HEIWA Presents G1 CLIMAX
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